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巻末資料


【巻末資料　図１　万博記念公園の将来像】

[image: E:\LIB\00  万博チーム\図面\万博公園（目標とする緑の概念図）150121②.jpg]


【巻末資料　図２　将来の目標とする植生概念図（案）　】
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【巻末資料　表１　森の区分と人の関与　】
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【巻末資料　図３　将来の目標とする水系（案）　】
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【巻末資料　表２　水系の保全と活用への対処(案)】
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【巻末資料　図４　万博記念公園日本庭園八景　】
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【巻末資料　図５　シンボルゾーンの重点整備１　】
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大地の池

【巻末資料　図６　シンボルゾーンの重点整備２　】

【巻末資料　図７　プログラム提供拠点　】
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【巻末資料　図８　外周緑地の保全と活用】
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審議会資料
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大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会検討経過

審　議　会
	回
	日
	主　な　内　容

	第１回
	平成２６年２月１０日
	・（諮問）日本万国博覧会記念公園の活性化に向けた
将来ビジョン（施設整備及び運営）について
・事務局からの公園概要説明
・部会の設置について

	第２回
	平成２６年７月１４日
	・「太陽の塔」内部公開について
・将来ビジョンについて

	第３回
	平成２６年８月２６日
	・「太陽の塔」内部公開について
・将来ビジョンについて（中間報告）

	第４回
	平成２６年１１月２７日
	・将来ビジョンについて

	第５回
	平成２７年１月２２日
	・将来ビジョンについて（答申案）



魅力創出部会
	回
	日
	主　な　内　容

	第１回
	平成２６年５月２２日
	・「太陽の塔」内部公開について
・将来ビジョンについて

	第２回
	平成２６年７月３０日
	・「太陽の塔」内部公開について
・将来ビジョンについて

	第３回
	平成２６年１０月２３日
	・将来ビジョンについて

	第４回
	平成２６年１２月１７日
	・将来ビジョンについて


　※第４回は、意見交換会として開催

緑整備部会
	回
	日
	主　な　内　容

	第１回
	平成２６年６月１３日
	・将来ビジョンについて

	第２回
	平成２６年８月１２日
	・将来ビジョンについて

	第３回
	平成２６年１０月３１日
	・将来ビジョンについて

	第４回
	平成２６年１２月２日
	・将来ビジョンについて





	
	
	
	

	大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会委員等名簿

	
	
	平成27年1月1日現在

	氏　　　　名
	職　　　　名
	備　　　　考

	会　長
	更家　悠介
	　サラヤ株式会社　代表取締役社長
　（大阪商工会議所　常議員）
	　魅力創出部会長

	委　員
	石川　幹子
	　中央大学理工学部　教授
　（東京大学　名誉教授）
	　緑整備部会長

	委　員
	篠﨑　由紀子
	　株式会社都市生活研究所　代表取締役社長
　（一般社団法人関西経済同友会　常任幹事）
	　緑整備部会

	委　員
	寺田　千代乃
	　アートコーポレーション株式会社　代表取締役社長
　（公益社団法人関西経済連合会　副会長）
	　魅力創出部会

	委　員
	中谷　憲正
	　中谷機工株式会社　代表取締役社長
　（一般社団法人大阪青年会議所　直前理事長）
	　魅力創出部会

	委　員
	生井　一郎
	　株式会社阪急交通社　代表取締役会長
	　魅力創出部会

	委　員
	平田　竹男
	　早稲田大学大学院スポーツ科学研究科　教授
	　魅力創出部会

	　
	　
	　
	（５０音順）

	専門
委員
	尼﨑　博正
	　京都造形芸術大学環境デザイン学科　教授
	　緑整備部会
（造園分野）

	専門
委員
	小泉　潤二
	　公益財団法人　国際高等研究所　副所長
　（大阪大学　特任教授） 
	　魅力創出部会
（文化・学術分野）

	専門
委員
	甲谷　寿史
	　大阪大学大学院工学研究科　准教授
	　緑整備部会
（建築環境分野）

	専門
委員
	橋爪　紳也
	　大阪府立大学２１世紀科学研究機構　教授
	　魅力創出部会
（観光・集客分野）

	専門
委員
	養父　志乃夫
	　和歌山大学システム工学部環境システム学科　教授
	　緑整備部会
（自然環境保全
・修復技術分野）

	専門
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	山本　　聡
	　兵庫県立大学大学院
緑環境景観マネジメント研究科　教授
	　緑整備部会
（緑地景観分野）
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	改正後
	改正前

	第十七条　（略）
（大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会の委員等の報酬の特例）
第十八条　大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会の委員、臨時委員、特別委員及び専門委員の報酬の額は、特例期間において、大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会規則（平成二十六年大阪府規則第七号）第七条の規定にかかわらず、日額九千四百円とする。
第十九条―第百五十五条　（略）
	第十七条　（略）



第十八条―第百五十四条　（略）
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下水へ  

新大正川へ  

【Ⅱ． 水辺の活用 】   ① 自然観察   ②散策空間の創出    

【Ⅰ． 水系の保全 】   ② 希少 種の生息環境 保 全）  

 

【 Ⅰ． 水系の保全】   ① 園内生物多様性の保全を継続   ② 希少種 の 生息環境 保全を継続  

13  

 

万博記念公園の水系の 概要     ○万博記念公園の水系は、園内で循環する閉じられた水系。     ○ 自然文化園を循環する水系、日本庭園を循環する水系がある。     ○水源は井戸水および天水 。     ○自然文化園水系の 設計 思想は、鑑賞や遊びの機能と併せ、山中の自然と同様 に、 自然文化園内 の 水系から水を溢れさせ樹林地内を適度に潅水させる もの であった。     ○しかし、井戸の水量が期待したほど豊富ではなく、溢水は断念。 代わりに樹林地内に水系を張り巡らせ、蒸散する水蒸 気により樹木の成育を助けることとした。     ○そのため、森のある自然文化園西側には、水路、池が多く配置されている。  

【 凡例 】                                             

ポンプ  

井戸  

管渠  

水路・池  

【Ⅱ． 水辺の活用 】   ⑤ 水辺の遊び場創出  

【Ⅱ． 水辺の活用 】   ① 自然観察・散策空間 の創出  

【Ⅱ． 水辺の 活用 】   ② 水系 景観の連続性確 保   ③ 新たな水辺景観の創 出   ④ 親水施設の整備  

【Ⅱ . 水系の活用 】   ①散策空間の創出   ② 水系 景観の連続性確保   ③ 新たな水辺景観の創出   ④ 親水施設の整備  

【Ⅰ . 水系の保全 】   ① 生物多様性の保全   ② 希少 種の生息環境 保 全  

【 Ⅱ . 水系の活用 】   ①散策空間の創出   ⑤ 水辺の遊び場創出  

【 Ⅱ． 水系の活用】   ① 自然観察・散策空間の創出      ② 水系景観の連続性確保   ③ 新たな 水辺景観の創出     ④ 親水施設の整備     ⑤ 水辺の遊び 場 創出    
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 【Ⅰ．水系の保全】  【Ⅱ．水系の活用】  

現状・ 課題  ○植栽の繁茂、土砂の堆積・流失による水辺構造の単純化   ○水系の存在により、周辺樹林地の湿度が確保。  ○景観上、分断された水系。   ○樹木の繁茂等により遮蔽され、良好な水辺景観が乏しい。   ○休憩施設等、水辺空間の施設活用が乏しい。   ○上記理由により、水とのふれあいの場が消失。  

目標像  ○生物多様性豊かな水系の維持・保全・再生   ○国内希少種が生息する貴重な水系維持   モリアオガエル、ニッポンバラタナゴ、イタセンパラ 、   ゲ ンジボタル、ヘイケボタル等々  ○休息、 遊び、学び、散策が楽しめる水系。   ○多くの人を引き付ける多彩で良好な水系・親水空間。  

対応手段  ①園内生物多様性の保全を継続   ②希少性の生息環境保全を継続  ①植栽整理による、自然観察・散策空間の創出。   ②水系景観の連続性確保。   ③新たな水辺景観の創出。   ④親水施設の整備。   ⑤水辺の遊び場の創出。  

年次計画    

短 中 期   ～ 2020 ）  ・生物多様性に配慮した施設整備及び植栽管理の継続   ・園内水系頼りに生息する国内希少種の保全   ・生態系に影響を及ぼす、特定外来生物の駆除  ・自然観察・散策空間の創出   （周辺樹木整理・浚渫・未生木撤去等による水辺景観・   空間の改善）。   ・水 遊び空間の創出（浚渫の実施、水中柵・安全施設等の設置）。   ・シンボルゾーン、日本庭園において親水空間を整備。  

長・長々期   ～ 20 7 0 ）  ・上記内容継続  ・新たな水辺景観の創出・親水施設の整備   自然文化園（水辺のﾚｽﾄﾗﾝ・親水ﾃﾞｯｷ・休憩施設等の施設設置）   日本庭園（中央休憩所改修、船着き場等修景観施設の設置）   ・水系景観の連続性確保   水澄ましの池～夢の池～日本庭園に至る水系の連続性を   親水施設整備と併せ修景 。  

プログラム  ・市民参画による自然環境保全の取り組み拡充   （水系動植物調査・水辺自然環境保全・再生）  ・親水空間を利用したイベント開催   自然文化園：自然観察や環境保全型農業体験等の   体験型プログラムの開発   日本庭園：     水辺空間を活用した新たな集客   （ホタル観賞会、観蓮会の継続も含む）イベントの開発  
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大阪府 日本万国博覧会記念公園運営審議会規則 を公布する。      平成二十六年 二 月 四 日   大阪府知事   松井   一郎      大阪府規則第七 号   大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会規則   （趣旨）   第一条   この規則は、大阪府附属機関条例（昭和二十七年大阪府条例第三十九号） 第六条の規定に基づき、大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会（以下「審 議会」という。）の組織、委員、臨時委員、特別委員及び専門委員（以下「委 員等」という。）の報酬及び費用弁償の額その他審議会に関し必要な事項を定 めるものとする。   （組織）   第二条   審議 会は、委員十人以内で組織する。   ２   委員は、学識経験のある者その他 知事が 適当と認める者のうちから、知事が 任命する。   ３   委員の任期は 、 二年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期 間とする。   （臨時委員、特別委員及び専門委員）   第三条   審議会に 、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨時委 員 及び特別委員若干人 を置くことができる。   ２   審議会に、専門の事項を調査審議させるため必要があるときは、専門委員若 干人を置くことができる。   ３   臨時委員、特別委員及び専門委員は、知事が任命する。   ４   臨時 委員 及び特別委員 は、当該特別の事項に関する調査審議が終了したとき は、解任されるものとする。   ５   専門委員は、当該専門の事項に関する調査審議が終了したときは、解任され るものとする。   （会長）   第四条   審議会に会長を置き、委員の互選によってこれを定める。   ２   会長は、会務を総理する。   ３   会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員が、その職務を代 理する。   （会議）   第五条   審議会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。   ２   審議会は、委員（議事に関係のある臨時委員を含む。次項において同じ。）の 二 分の一以上が出席しなければ会議を開くことができない。   ３   審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す るところによる。       （部会）  
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（部会）   第六条   審議会に、必要に応じて部会を置くことができる。   ２   部会に属する委員等は、会長が指名する。   ３   部会に部会長を置き、会長が指名する委員がこれに当たる。   ４   部会の会議は、部会長が招集し、部会長がその議長となる。   ５   部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじ め指名する委員が、その職務を代理する。   ６   前条第二項及び第三項の規定は、部会の会議について準用する。   ７   前条の規定にかかわらず、審議会は、その定めるところにより、部会の決議 をもって審議会の決議とすることができる。 この場合において、部会長は、審 議会に審議の結果を報告しなければならない。   （報酬）   第七条   委員等の報酬の額は、日額九千六百円とする。   （費用弁償）   第八条   委員等の費用弁償の額は、職員の旅費に関する条例（昭和四十年大阪府 条例第三十七号）による指定職等の職務にある者以外の者の額相当額とする。   （庶務）   第九条   審議会の庶務は、府民文化 部において行う。   （委任）   第十条   この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長 が定める。   附   則   （施行期日）   １   この規則は、平成二十六年 二 月 五 日から施行する。   （大阪府原子炉問題審議会等の委員等の報酬の特例に関する規則の一部改正）   ２   大阪府原子炉問題審議会等の委員等の報酬の特例に関する規則 （ 平成二十三 年大阪府規則第二十五号 ） の一部を次のように改正する。      次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で 示すように改正する。  
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